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゛
年
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津
曲
さ
ん
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東
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］
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何
か
、
違
う
道
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
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思
っ
た
の
で
す
」

回
犬
　
医
療
救
援
活
動
で
世
界
を
飛
び
回
る
応
対
晋
診
・
―
ま
五

熱
血
医
師
・
津
曲
兼
司
さ
ん

　
文
・

写
真
・

説
（
広
島
県
広
島
市
在
住
）

（
広
島
県
広
島
市
在
住
）

「
人
間
が
好
き
で
す
。
だ
か
ら
、
ま
っ
さ
き
に
飛
び
込
む
ん
で
す
」

ア
ジ
ア
を
中
心
に
世
界
各
地
へ
飛
び
、
医
療
救
援
活
動
を
展
開
す
る

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）
の
事
務
局
次
長
。

阪
神
大
震
災
で
も
、
最
初
に
駆
け
つ
け
た
医
療
チ
ー
ム
の
り
Ｉ
ダ
ー
だ
っ
た
。

ﾔ●

　
ア
ル
バ
イ
ト
に
精
を
出
し
、
旅
費
稼
ぎ
を
す
る

の
だ
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
ア
フ
リ
カ
協
会
が

ア
フ
リ
カ
ヘ
の
留
学
生
を
募
集
し
て
い
た
。
こ
れ

だ
、
と
膝
を
叩
い
た
彼
は
早
速
応
募
し
た
。
論
文
、

面
接
を
含
む
一
次
、
二
次
試
験
が
あ
り
、
一
三
倍

の
競
争
率
だ
っ
た
の
に
、
自
分
で
受
か
る
と
決
め

　
ア
ル
バ
イ
ト
を
辞
め
、
出
発
の
準
備
を
し
て
い

た
彼
の
元
に
届
い
た
の
は
「
今
回
は
ご
希
望
に
添

え
ま
せ
ん
」
と
い
う
手
紙
だ
っ
た
。
困
っ
た
。
結

局
は
あ
と
で
補
欠
の
繰
り
上
げ
で
ア
フ
リ
カ
行
き

が
実
現
す
る
の
だ
が
、
こ
の
あ
た
り
、
風
雲
児
は

相
当
の
自
信
家
で
も
あ
る
よ
う
だ
。

ﾂﾞ●

つまがり・けんじ

1956年千葉県松戸市に生まれる。1979年東京外

国語大学中退後、ケニヤに留学。1983年秋田大学

医学部入学。1989年医学部卒業とともにＡＭＤＡ

に入会。1992年より岡山市のアスカ会菅波内科医

院に勤務するかたわら、ＡＭＤＡ事務局次長を務め

ている。
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rネットワークづくりがボランティア

活動の基本です」国内り毎外での人の

輪づくりも、津曲さんの重要なテーマ

　　　　　　　　　　（ＡＭＤＡ本部で）

●人
間
に
役
立
つ
技
術
が
欲
し
い

●　
さ
て
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
四
月
に
渡

っ
た
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア
で
は
、
星
野
芳
樹
と
い

う
傑
物
に
出
会
っ
た
。
世
界
を
放
浪
の
末
、
三
〇

缶
も
ケ
ニ
ア
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
民
間
外
交
官

の
よ
う
な
存
在
。
日
本
か
ら
多
く
の
青
年
を
招
き
、
。

学
ば
せ
て
い
た
。
そ
の
星
野
氏
の
も
と
で
、
津
曲

青
年
は
ア
フ
リ
カ
言
語
を
学
び
、
現
地
の
人
々
の

中
に
入
っ
て
生
活
し
た
。
そ
し
て
、
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

「
彼
ら
の
あ
け
っ
ぴ
ろ
げ
な
態
度
、
ぜ
い
た
く
に

時
間
を
使
う
生
活
に
ほ
れ
ま
し
た
。
自
分
の
中
に

あ
っ
た
心
の
フ
レ
ー
ム
が
壊
れ
て
い
く
。
こ
の
快

感
が
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」

　
ア
フ
リ
カ
で
生
き
よ
う
、
ア
フ
リ
カ
人
の
中
に

入
っ
て
お
お
ら
か
に
暮
ら
そ
う
。
そ
う
思
っ
た
と

き
、
ま
た
一
つ
波
乱
を
自
ら
に
呼
び
起
こ
す
。
自

分
に
は
、
海
外
青
年
協
力
隊
の
人
た
ち
の
よ
う
に
、

ア
フ
リ
カ
の
人
た
ち
に
貢
献
す
る
農
業
や
車
の
技

術
が
な
い
。
そ
れ
を
身
に
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
決
意
し
た
彼
は
、
日
本
に
帰
っ
た
。

　
大
阪
外
国
語
大
学
を
経
て
一
九
八
三
（
昭
和
五

八
）
年
、
秋
田
大
学
医
学
部
に
入
学
。
そ
の
理
由

が
ふ
る
っ
て
い
る
。

「
人
間
が
好
き
な
の
で
す
。
そ
の
人
間
に
い
ち
ば

ん
近
い
。
技
術
‘
は
医
学
だ
と
思
い
ま
し
た
」

●Ａ人●
生
を
変
え
た

Ｍ
Ｄ
Ａ
と
の
出
会
い

　
津
曲
さ
ん
は
、
秋
田
大
学
医
学
部
で
、
Ａ
Ｍ
Ｓ

Ａ
（
ア
ジ
ア
医
学
生
連
絡
協
議
会
）
の
活
動
と
出

会
う
。
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ａ
は
現
在
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
兄
弟
組

織
の
よ
う
な
存
在
で
、
各
大
学
に
支
部
が
あ
り
、

当
時
、
秋
田
大
学
に
は
熱
帯
医
療
研
究
会
が
設
け

ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ａ
の
活
動
に
は
伏
線
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
前
身
の
一
つ
で
あ
る
「
西
日

本
ア
ジ
ア
医
学
生
連
絡
協
議
会
」
が
一
九
七
九

（
昭
和
五
四
）
年
に
行
な
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民

キ
ャ
ン
プ
で
の
医
療
救
援
活
動
で
あ
る
。
現
在
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
代
表
で
あ
る
菅
波
茂
医
師
と
医
学
生
二

人
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
内
戦
で
傷
つ
い
た
人
々
を

医
療
救
援
し
よ
う
と
勇
ん
で
出
か
け
た
が
、
先
方

に
受
け
皿
が
な
い
こ
と
や
現
地
の
伝
統
医
療
、
と

り
わ
け
熱
帯
医
療
に
つ
い
て
の
知
識
が
な
い
な
ど

か
ら
、
ほ
と
ん
ど
本
格
的
な
活
動
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
の
手
痛
い
経
験
か
ら
、
将
来
の
本
格
的
な

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
医
療
活
動
を
目
指
し
、
ア
ジ

ア
各
国
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
ろ
う
と
発
足
し

た
も
の
だ
。

　
彼
は
こ
の
活
動
を
通
じ
て
毎
年
ア
ジ
ア
各
国
へ

出
か
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
九
八
九
（
平
成

元
）
年
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
入
会
。
知
り
合
っ
た
菅
波

医
師
の
誘
い
も
あ
っ
て
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）

年
、
岡
山
市
の
ア
ス
カ
会
菅
波
内
科
医
院
に
勤
務

し
（
現
在
副
院
長
）
、
同
医
院
に
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

本
部
で
は
事
務
局
次
長
を
務
め
て
い
る
。

プ●
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
必
殺
打
ち
上
げ
人

●　
ミ
ャ
ン
マ
ー
難
民
救
援
医
療
の
た
め
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
ヘ
。
ソ
マ
リ
ア
難
民
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た

め
ソ
マ
リ
ア
、
ジ
ブ
チ
、
ケ
ニ
ア
ヘ
。
モ
ザ
ン
ビ

ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
準
備
訪
問
。
ル
ワ
ン

ダ
難
民
政
府
調
査
団
と
し
て
ル
ワ
ン
ダ
、
ザ
イ
ー

ル
ヘ
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
の
津
曲
さ
ん
の
海
外
へ
の
医
療
救

援
は
ひ
き
も
き
ら
な
い
。
こ
の
あ
た
り
に
な
る
と
、

当
然
、
波
乱
を
求
め
た
か
つ
て
の
人
生
と
少
し
違

＊AMDA(アジア医師連絡協議会)は、アジア15か国

に支部をもつNGO(非政府組織)である。日本には、

医師をはじめとした豹400名の会員がおり、会費やボ

ランティア活動助成金などで運営されている。

粧086(284)7730
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う
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
で
、
ア
ス
カ
会
費
波
内
科
医

院
院
長
の
苛
波
さ
ん
は
津
曲
医
師
の
こ
と
を
「
緊

急
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
必
殺
打
ち
上
げ
人
」
と
呼

ん
で
い
る
。

「
す
ぐ
飛
び
出
し
て
い
く
人
間
だ
か
ら
で
し
ょ
う

か
ね
（
笑
い
）
。
救
援
医
療
は
、
他
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

（
民
間
救
援
組
織
）
や
国
連
、
政
府
と
の
連
絡
、

物
資
の
輸
送
の
確
立
な
ど
無
数
の
こ
と
を
仕
上
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
立
ち
上
が
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
プ
ロ
な
の
で
す
よ
（
笑
い
）
」

●阪
神
大
震
災
で
も

最
初
に
駆
け
つ
け
た

●　
そ
う
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
ぶ
り
が
、
国
内
で

発
揮
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
た
び
の
阪
神
大
震
災
だ

っ
た
。
地
震
発
生
が
報
じ
ら
れ
る
や
、
医
薬
品
、

器
材
、
寝
袋
、
食
料
を
積
み
込
ん
で
工
合
の
車
で

出
発
し
、
そ
の
日
の
う
ち
に
現
地
で
診
察
を
開
始

し
た
。
日
本
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
多
し
と
言
え
ど
も
最
初
に

阪神大震災の現場に最初に到羞し、裁援医療をする漆曲さん。

写真窓下の日付が、震災日翌日の１月１８日になっている。

(写真提供:AMDA)

現
地
入
り
し
た
医
療
チ
ー
ム
で
あ
る
。
多
く
の
医

療
チ
ー
ム
が
翌
々
日
の
到
着
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

こ
と
を
思
う
と
、
驚
異
的
だ
。

「
海
外
で
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
と
に
か
く
飛
び

出
す
こ
と
。
現
地
に
早
く
入
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
し
た
ね
。
つ
ね
に
連
絡
を
保
っ
て
、
医
薬

品
な
ど
の
後
方
支
援
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
」

　
津
曲
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動

は
全
国
の
組
織
、
支
後
者
に
よ
っ
て
熱
心
に
ス
ム

ー
ズ
に
行
な
わ
れ
、
現
地
の
被
災
者
か
ら
感
謝
さ

れ
た
。

「
あ
り
が
と
う
、
あ
り
が
と
う
と
、
頭
を
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
被
災
者
の
皆
さ
ん
か
ら
。

し
か
し
、
私
は
思
い
ま
し
た
ね
。
本
当
に
感
謝
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
私
た
ち
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
。
自
分
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
現
場
に

身
を
置
い
て
い
る
。
自
分
の
能
力
や
情
熱
を
発
揮

で
き
る
場
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て

何
よ
り
の
幸
せ
で
は
な
い
か
」

　
波
乱
を
呼
ぶ
男
は
、
外
へ
、
世
界
へ
と
狗
か
っ

て
い
た
目
を
、
い
ま
自
分
の
内
側
に
向
け
て
い
る

か
の
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
本
部
は
な
ぜ
岡
山
に

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
東
京
で
、
ご
く
限
ら
れ
た
人
た
ち
が
活
動
す
る

の
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
ご
く
普

通
の
人
た
ち
の
、
地
に
足
を
つ
け
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
目

指
す
の
で
す
」

　
思
う
に
、
医
療
、
教
育
、
宗
教
な
ど
、
岡
山
に

は
「
人
間
大
好
き
」
の
風
土
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
の
ソ
マ
リ

ア
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
地
元
の
岡
山
県
加
茂

川
町
が
役
場
を
あ
げ
て
参
加
し
て
い
る
。

　
恩
人
を
三
人
あ
げ
る
と
す
れ
ば
ど
な
た
で
す
か

と
い
う
不
躾
な
質
問
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
に
誘

っ
た
菅
波
院
長
、
ア
フ
リ
カ
で
大
き
な
世
界
を
見

せ
て
く
れ
た
星
野
さ
ん
を
あ
げ
、
そ
し
て
、

「
母
で
す
。
ア
フ
リ
カ
ヘ
の
留
学
の
際
、
さ
す
が

の
僕
も
臆
し
た
と
き
、
男
が
一
度
決
め
た
こ
と
を

な
ん
だ
、
と
一
喝
さ
れ
ま
し
た
」

　
波
瀾
万
丈
を
育
て
た
そ
の
お
母
さ
ん
、
い
ま
東

京
で
病
の
床
に
つ
い
て
い
る
。
取
材
が
終
わ
っ
た

ら
見
舞
い
に
行
く
と
、
津
曲
医
師
、
は
に
か
み
な

が
ら
語
っ
た
。

アフリカ留学時代の湾曲さん。「ゆった

り生きるアフリカの人たちを見ている

と、人間の生き方を深く考えさせられ

ました」。左写真の湾曲さんの隣りの女

性は、テレビ取材でー維にな･った女優

の岸ユキさん（写真提供:AMDA）
－
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ヾへ

IA

わだ・のりもと

コピーライター。1941年広島県広島市に生まれ

る。舟入高校、早稲田大学文学部を卒業し、各種

広告、ＰＲ誌を手懸ける。共著に「アンチ巨人読

本」「統アンチ巨人読本」などがある。
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